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中間業績予想の修正及び特別損失の発生に関するお知らせ 

 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成16年5月24日の決算発表時に公表した中間業績予想を下記

のとおり修正いたします。 

記 

１． 業績予想の修正について 

（１）平成17年3月期中間業績予想数値の修正（平成16年4月1日～平成16年9月30日） 

（単位：百万円、％） 

 売上高 経常利益 中間純利益 
前回発表予想（Ａ） 
（平成16年5月24日発表） 

３０,０００ △３００ △４００ 

今回修正予想（Ｂ） ３３,０４０ △７９５ △４,７３０ 
増減額（Ｂ－Ａ） ３,０４０ △４９５ △４,３３０ 
増減率 １０.１ － － 
前期（平成16年3月期中間）実績 ３５,９３７ ２０２ △１１７ 

（２）平成17年3月期中間連結業績予想数値の修正（平成16年4月1日～平成16年9月30日） 

（単位：百万円、％） 

 売上高 経常利益 中間純利益 
前回発表予想（Ａ） 
（平成16年5月24日発表） 

４４,０００ ８００ ６００ 

今回修正予想（Ｂ） ４５,６００ １,４００ △２,３００ 
増減額（Ｂ－Ａ） １,６００ ６００ △２,９００ 
増減率 ３.６ ７５.０ － 
前期（平成16年3月期中間）実績 ５３,０２６ ２８５ △３２３ 

（３）修正の理由 

①単体 

売上高につきましては、主に鉄骨部門の増加により前回予想を上回る見込みであります。 

しかし、経常利益につきましては、急速な鋼材価格上昇の影響を受け、販売価格への転嫁にギャ

ップが生じ、鉄骨部門の採算が悪化したことにより前回予想を下回る見込みであります。さらに、

減損会計の早期適用に伴う減損損失 33 億円及び販売用不動産評価損 9 億円などを特別損失とし

て計上する予定であり、中間純利益につきましては 47 億円の損失と前回予想を大きく下回る見

込みとなりました。 



②連結 

売上高につきましては、鉄構事業の増加により前回予想を上回る見込みであります。 

経常利益につきましては、持分法による投資利益が大きく貢献し、前回予想を上回る見込みとな

りました。しかし、単体での特別損失計上が大きく影響し、中間純利益につきましては 23 億円

の損失となる見込みとなりました。 

 

 ※なお、単体及び連結の通期業績予想につきましては、11 月 24 日に予定しております中間決算

発表日に公表する予定であります。 

 

２． 特別損失の発生について 

当社は財務体質の健全化を図るとともに、より着実な収益体制を確立するため「固定資産の減損

に係る会計基準」を早期適用し、当中間期において、主として事業用資産を対象に減損損失33億円

を計上する予定であります。 

また、販売用不動産につきましても、都市計画の決定等による要因により販売可能価額まで評価

減し、当中間期において9億円の販売用不動産評価損を計上する予定であります。 

 

（注）上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報を基に作成しております。実際

の業績は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる可能性がありますことをご承知おき下さい。 

 

以 上 


